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3.　コヒーレンスモデル

近年,様々な環境問題が発生している中でもとりわ

け化石燃料の消費による地球温暖化が深刻な問題とな
っている.そこで現在,人工衛星や航空機などから電

磁波を用いて地球環境の観測を行うマイクロ波リモー
トセンシングの研究が進められているが,その中でも

Polarimetric SAR Interferometryによる森林の特徴推
定は森林のバイオマス量の推定のためにも,最も注目
されている研究分野の1つである.
本研究では森林モデルを用いた実験を行い,コヒ-

レンス号デルによる森林モデルの散乱中心の推定に対
してマルチルックサイズによる影響について検討した.

2.　コヒーレンス

コヒ-レンスとは二つのアンテナによって得られる

受信信号の干渉性を表すものであり, monostaticレー

ダの場合コヒ-レンシベクトルk.・は次のように定義さ
れる.

k{ -去【shh+Sy-・.Shh-Svv,2∫HVY W
=　1or2

また,式(1)により,二つの軌道において観測された
データの複素コヒ-レンス7は次式で与えられる[1].

但し, Tは転置, ・は複素共役, ()はアンサンブル平

均, Wは散乱メカニズムを表す.また, 【Tll】. [Tn],
[rtl　はそれぞれ次式で定義される.

[Tn) - (*l*r)

[T221 - (h2吋)

[sI12J - (fclfc?)

また,コヒ-レンスを最適化すると

(2)を最大にする散乱メカニズムwl,

(3)

o

(5)

いうことは,式

W2を見つける
という開祖になり,次式に置き換えられる

[Tn]-1[n13]" 【Til]- 【fil2]u>2　=

[TnrMn,】Fa】 L[fil2】 W¥　=

uw2 (6)

uwi (7)

式(6), (7)の固有値は実数であり,東通化されたコヒ-
レンス7ma之は貴大固有値から得ることができる.

Lバンドのように森林韻城においてマイクロ波が樹

冠を通過し,地面からの反射成分を含むような場合,式

(2)の複素コヒーレンス与は次式のようにモデル化さ
蝣m^

但し,卓。:地表面に関する位相IV　体積戊分(植生

局)に関する複素コヒ-レンス, m:地面と体桔成分の

御岳比である.式(9)は,各コヒ-レンスがWの変化
に対して,複素平面上において直線的に変化すること
を表している.

^Hi験

この実験は電波暗室内で行った.そのときの実験状況
を図1に示す.マスターアンテナの高さを170cm,ス
レーブ7ンテナの高さを173cmとし,入射角は森林モ

デル領域の中心で45deg.としてある。設定パラメータ
は表1に示す.また,図2のように針金を用いて作戊し
たターゲットを発砲スチロール上に90cmx90cmの領
域に配置したものを森林モデル領域としている.ター

ゲットの下部はアジマス,レンジ方向に対して水平,垂
直にし地表面での散乱モデル,上部はランダムな向き

とし樹冠での散乱モデルとしてある.

表1.設定パラメータ

5.実験結果,考察

測定データに合成開口処理を施し,算出された各偏
披成分のコヒ～レンス,最適化を行ったコヒーレンスを
複寅平面上にプロットしたものを図3, 4, 5, 6に示す.
マ
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図

ルチルックサイズはそれぞれ5×5, 31×31, 5×31,

×5ピクセル(レンジ×アジマス)としてある・まず・
3を見ると各コヒーレンスは直線状に変化しており,

コヒ-レンスモデルが成り立っていることがわかる.し

かし, 134のようにマルチルックサイズを大きくする
と各コヒ-レンスの値は低下し,コヒーレンスモデル

は乱れることがわかる.ここで,図5のようにマルチ
ルックサイズをアジマス方向に大きく取った場合では
各コヒ-レンスは直線状に変化しており,コヒーレン
スモデルが成り立っている.また,図6のようにレンジ

方向にマルチルックサイズを大きく取った場合では各
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図1.　実験状況

.1/

12cm

図2.　ターゲット

コヒ-レンスは乱れていることがわかる.これはレン

ジ方向にピクセル数を多く取るということによりニア
レンジとファーレンジの入射角の差が広がり,入射角

の変化が無視できなくなるためであると考えられる.

6.　まとめ

本稿では森林モデルを用いて実験を行い, Polarimetris

SARInterferometryによるコヒ-ーレンスについて,マ
ルチルックサイズによる影響を検討した.それにより.

レンジ方向における入射角の変化の影響は大きく.マ
ルチルックサイズの取り方によって森林モデルの散乱
中心推定が因鰍二なることが確認できた.したがって,

マルチルッ久サイズを大きくする塀合にはレンジ方向
よりもアジマス方向にピクセル教を多くとったほうが

良いと首える.また,今後はこの入射角の変化を補正
する手法の検肘も必要である.なお,この研究の一部

は,文部科学省科研費によるものである.
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図3.　5×5ピクセル
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図4.　31×31ピクセル
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図5.　5x31ピクセル
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図6.　31×5ピクセル
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